
計画策定の背景 
 現在、町内にある公共施設のほとんどが、高度経済成長期に整備されてきたものばかりです。一部の公共施設は、建て替えや大規模修繕、耐震化工事に
より、リニューアルされているとはいえ、まだまだ昭和の時代に建設されたものが多く残っています。今日の我が国において、全国的に公共施設や道路、
橋梁、水道管の老朽化問題が大きな課題となっており、将来に渡って安全に使用できるよう、適切に維持管理や更新を行っていく必要があります。 

美浜町公共施設等総合管理計画について 

和歌山県日高郡美浜町 公共施設等総合管理計画 【概要版】 

計画の期間 
 平成29年度から平成38年度までの10年間としますが、計画期間内であっても、適宜柔軟に見直し等の対応を行います。 

美浜町の現状と課題（人口と財政） 

人口の将来予測 財政状況（歳出） 美浜町 決算統計より作成 

人 

美浜町 人口ビジョンより 

 本町の近年における財政状況は、高齢化により、社会保障等である扶助費の
増加し、また、公共施設の維持管理、道路・橋梁等の整備により、公共施設等
整備費用である投資的経費の増加が見受けられます。 



 公共施設等の建て替えや大規模修繕による更新費用推計については、平成28年度（2016年度）から平成67年度（2055年度）までの40年間の更新
費用総額は、352.4億円の経費を要する推計となります。これは年平均を計算すると、毎年8.8億円かかる試算となります。今後、人口構成や財政状況
を鑑みつつ、住民ニーズ等の変化に対応した公共施設等のあり方を検討するとともに、建て替えや大規模修繕の時期及び費用の平準化を図っていくこと
が重要となります。 

今後40年間の更新費用推計 

一般財団法人 地域総合整備財団 公共施設等更新費用試算ソフトVer.2.10より算定 

美浜町の施設等更新費用推計 



公共施設等の総合的な管理に関する基本的な方針 

○点検・診断等の実施方針     ○維持管理・修繕・更新等の実施方針  ○安全確保の実施方針 
○耐震化及び国土強靭化の実施方針 ○長寿命化の実施方針         ○統合や廃止の推進方針 
○住民との情報共有の実施方針   ○ＰＰＰ ／ＰＦＩ 活用の実施方針    ○体制の構築方針 
○フォローアップの方針 

実施方針 

施設類型 基本方針（一部抜粋） 施設類型 基本方針（一部抜粋） 

行政系施設 
○原則全ての施設において、適切な維持管理による更新を基本方針とす
る。 
○施設の建て替え等が必要な場合には、他の施設との複合化も検討する。 

学校教育系 
施設 

○児童生徒の学校教育活動の充実や地域と学校の連携の強化に資するよ
う、公民館等の社会教育施設や社会福祉施設との複合化・共用化による
整備を推進する。 
○建物の定期点検を適切に実施し、劣化状況を把握するとともに、計画
的な修繕・更新により建物の長寿命化を図る。 

町民文化系 
施設 

○原則全ての施設において、適切な維持管理による更新を基本方針とす
るが、今後、人口の変動等により、利用者数の減少等、施設の現状を把
握し、老朽化、利用頻度の低い施設及び近傍に類似施設がある場合は、
複合化・集約化等を検討する。 

子育て支援 
施設 

○安心・安全の観点等から、廃止や修繕不可能な施設については、取り
壊しを検討・推進する。 
○その他の施設については、適切な維持管理等に努める。 

社会教育系 
施設 

○原則全ての施設において、適切な維持管理による更新を基本方針とす
るが、今後、人口の変動等により、利用者数の減少等、施設の現状を把
握し、老朽化、利用頻度の低い施設及び近傍に類似施設がある場合は、
複合化・集約化等を検討する。 

公営住宅 
○施設の現状を把握し、老朽化、利用頻度の低い施設及び近傍に類似施
設がある場合は、複合化・集約化等を検討する。 

スポーツ・レ
クリエーショ
ン系施設 

○安心・安全の観点等から、廃止や修繕等が困難な施設については、取
り壊しを検討・推進する。 

公園 
○原則全ての施設において、適切な維持管理及び修繕を基本方針とする。 
○公衆便所の清掃については、地元住民との協働・連携により、今後も
継続する。 

産業系施設 
○原則全ての施設において、適切な維持管理及び修繕を基本方針とする。 
○ただし、利用状況の把握に努め、内容によっては、施設の譲渡や周辺
施設との複合化・集約化を検討する。 

道路・橋梁等 
○維持管理等に要する費用の削減を図るため、現地での道路の状態の確
認を行い、修繕が必要な箇所の早期発見・補修等を実施する。 

保健・福祉 
施設 

○老朽化等による使用停止の施設があり、今後の利用見込みも芳しくな
い施設については、解体撤去を検討する。 

上下水道施設 

○施設躯体及び施設内の設備は、日常点検を適切に実施し、耐用年数等
を基に、随時更新を行う。維持管理についても、適切な点検、更新を基
本方針とする。 
○設備等の日常的な点検を実施し、記録をつけ、漏水等を事前に防ぐ、
予防保全を基本方針とする。 

施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 

【基本方針１】 

供用停止、老朽化による危険性の高い施設については、複合化・集約
化及び廃止・解体を検討する。 

【基本方針２】 

施設の現状を把握し、老朽化が著しい、利用頻度の低い施設及び近傍
に類似施設がある場合は、複合化・集約化等を検討する。 

【基本方針３】 
現状を維持し、施設の適切な維持管理を行う。 

【基本方針４】 
個別施設計画を策定し、施設の総量、維持管理、更新等を実施する。 


